小石 川 —— 目白 台へ 住む ようにな つてから、 自然 近 

いので 山伏 町、 神楽 坂な どへ 夜 散歩に 出かける ことが 

ちんざん そう 

多くな つた。 元、 椿 山荘の あった 前の 通り をず つと、 

講釈 場 裏の 坂へ おり、 江戸川 橋 を 彼方に 渡って 山伏 町 

の 通りに 出る。 そして 近頃、 その 通りの つき 当りに、 

何とい う 医者だった か 屋根の 上へ、 大万燈 のように 仰 

山な 電飾 (イルミ ネ— シ ヨン) 広告 をつ けたの を遙か 

中空に 見上げながら、 だらだら 坂 をの ぼって 左、 神楽 

坂へ 行く。 時には、 神 田 辺へ 行った 帰り、 廻って 逆に 

音 羽 通 を 戻って 来る ことな ども ある。 —— 本郷 辺に い 

ると 神楽 坂 は 全く 縁遠い 場所 だ。 どうせ 電車に のって 



傍の 坂 を 下って、 俄に 明るく、 ぞろぞろ ひどい 人波が 

急ぎ も 止まり も 仕ないで 急な坂 を登リ 降りして いるの 

にび つ くりした 覚えが ある。 今 は 活動写真 館に な つ て 

いる 牛 込 館が まだ 寄席であった らしい。 そこに 入った。 

高座の 上で 支那 人が 水芸 をす るの を 見物した。 小学校 

の 記念日に 大 神楽が きっと 来た 時代 だ。 支那 人の する 

水芸 そのもの は、 黒紋 付に 袴の 股 立ち をと つた 大 神楽 

の やる ことと 大して 違い はない の だが、 その 支那 人 は、 

(水色の、 踝で しっかり 結えた 股引に、 黒い 靴 を 穿いて 

いた。) 派手な 三味線に 合わせ、 いざ 芸当に とりかかる 

時、 いかにも 支那 的 音声で、 



とか 何とか 掛声 を かける と 同時に 一 二 歩 進み、 ひよ い 

と 右 か 左、 どっち かの 足 を 曲げて、 パン！ と 靴 裏で 

もう 片方の 脚の 腓辺を 叩く。 靴が 軟 かいし、 永年の 

修. ^び、 

ハオ！ パン！ 

と、 それ は 丸い、 其 癖 ひどく 刺戟的な 勇ましい 音 を 出 

した もの だ。 子供の 胸に、 一種の セン セ イシ ヨンが 湧 

いた。 柔軟な 鞣に 包まれた 肉体が、 薄い 布 を 透して 肉 

体 を搏っ 音。 原始的な 何もの かが 在った に違いない。 

(この間 来て いた デニ ショウ ン 舞踊団の 男の 踊 手が、 



そう 云えば、 かなり しばしば この 肉体 を搏 つ、 野生な、 

激情 的な 音 を 織 込んで 利用して いた —— ) そこで、 水 

芸の 後に、 めずらしく ィ タリ ー 女の ハァプ 弾奏 を 聴い 

た。 日本で は、 天平 時代の 絵で 見る ぎり、 今でも ハァ 

プは 数尠ぃ 楽器の 一 つ だから、 まして その 頃 は 珍ら し 

い。 父が 外国から 買って 来た 絵画の 本に 描かれて いる 

それと 同じ ハ アブが 裾の 広い 黒衣の、 髪に 只 一 輪 真 赤 

な 薔薇 を さした 女と 現れた の だから、 私 は 感歎した。 

女 は 随分 気高く、 美しく、 音楽 も 上手に 思えた。 ハァ 

プが、 ヴァイオリンの ようで はなく、 ピアノの ような 

音な の を その 時 始めて 知った。 女 は、 両手で 絃を搔 き 



たなり、 赤い 帯、 赤い 草履で ゆるゆる 行く。 女 は 半 町 

ほど 行って、 面白く もない 編物 細工 を 陳列した 一 つの 

飾 窓の 前に 止まった。 機械的に、 下膨れな 顔 を キッと 

仰向け、 暫く 凝つ と 眺め、 また 歩き 出す。 —— 後から 

その 歩みぶ り を 見る と、 若い 女の 心に 行く先 も、 道順 

もこれ ぞと 云って 定 つてい ない のが 明かに 感じられた。 

女 は、 家と 名のつ くと ころへ 帰って 行く ので もない。 

時間の ある 処へ 訪ねる ので もない。 ただ 歩いて いる I 

I 幸福で なく、 異様に あてどない 空虚な 空気に 包まれ 

ながら、 歩いて ゆく。 私 は、 その 女の 感情が ありあり 

分る ようで、 少しせ つない 気がした。 



しまった。 小柄な、 くくれた 二重顎の 一重 瞼の 眼 付か 

ら 笑う 口許まで、 ひどく 陶器 人形 じみた 顔 付の 澄 子 は、 

何とう まく スワン ソン の 真似 をす る ことだろう。 さも 

悪者ら しく、 卷 煙草の 横 くわえで、 のつ そりの つ そり 

両手 を パンツの 衣 囊に肩 を そび やかして 横行す る と マ J 

ろから、 あの 両肱 をぐ いと 持ち上げる 憎さげ なシュ 

ラッ ギン グ まで。 堪らず 私 を 笑わせた の は、 そんな 悪 

漢 まがいの 風体 をしながら、 肩つ きにしろ、 体つ きに 

しろ まるで ふわ ふわで、 子供つ ぼくて 謂わば 小さ 

な 子が 大人の 帽子で も かぶった ような ところの ある こ 

とだ。 
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